
登録日 2017/8/18 レジメン名Col033

腫瘍名 大腸がん 申請診療科

投与スケジュール

IRIS+Bmab 28日毎 ×PD

注意事項

参考文献

消化器外科

【適応】切除不能・再発大腸がん（現時点では、ガイドライン2016年版に準じて2次治療以降に使用）

 　　　　（*参考文献1）に従い毒性・安全性を考慮して、イリノテカン用量は100㎎/㎡である）
【減量基準の参考値】（臨床試験から引用）
　Grade4の血液毒性又はGrade3以上の非血液毒性発現時：次コースの用量を1レベル減量
　テガフール・ギメラシル・オテラシル：20㎎/日ずつ減量（120㎎/日⇒100㎎/日⇒80㎎/日）
　イリノテカン：20mg/㎡減量（100㎎/㎡⇒80㎎/㎡）

1) Y. Komatsu, et al, Phase Ⅱ study of combined chemotherapy with irinotecan and S-1 (IRIS) plus bevacizumab in
patients with inoperable recurrent or advanced colorectal cancer, Acta Oncologica, 51, 867-872, 2012.
2） アバスチン添付文書
3） イリノテカン添付文書
4） エスワンタイホウ添付文書
5） 大腸癌治療ガイドライン2016年版

1コース 2コース
・・・ （day)

① 生理食塩水 50 mL 点滴 5分

（プライミング用） 全開

② ベバシズマブBS 5 mg/kg 点滴 30分

生理食塩水 100 mL

初回90分、副作用なければ2回目60分、3回目以降30分に短縮可

③ 生理食塩水 50 mL 点滴 5分

（アバスチン用フラッシュ） 全開

④ デキサート 9.9 mg 点滴 15分

パロノセトロン 0.75 mg

生理食塩水 50 mL

⑤ イリノテカン 100 mg/㎡ 点滴 90分

5％ブドウ糖 500 mL

⑥ 生理食塩水 50 mL 点滴 5分

（イリノテカン用フラッシュ） 全開

⑦ テガフール・ギメラシル・オテラシル 80 mg/㎡ 経口 Day29～
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